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(57)【要約】
【課題】光学アダプタの種類に関わらず、装着されてい
る光学アダプタの観察窓等に向けて流体を噴出すること
ができる内視鏡装置及び光学アダプタを提供すること。
【解決手段】照明窓８及び観察窓７を有する複数種類の
光学アダプタ４と、前記複数の光学アダプタ４が着脱自
在に取り付け可能な先端部３を有する内視鏡挿入部２と
を備える内視鏡装置１において、前記光学アダプタ４に
、少なくとも観察窓７に流体を噴出する流体噴出口９と
、前記先端部３の先端面上に配置された、前記流体を供
給するための流体供給口１３に接続して連通するもので
、配置位置が前記複数種類の光学アダプタ４に共通であ
る流体流入口２０とを設け、流体流入口２０と流体噴出
口９とを連通する、前記流体が流れる流体供給経路３１
と、前記流体噴出口９とを、前記光学アダプタの種類に
応じて異なるように構成した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光を照射する照明窓及び被検体をとらえる観察窓を予め定められた位置に設けた複
数種類の光学アダプタと、前記複数の光学アダプタが着脱自在に取り付け可能な先端部を
有する内視鏡挿入部とを備える内視鏡装置であって、
　前記光学アダプタ毎に、少なくとも前記観察窓に対応する位置に流体を噴出する流体噴
出口を設ける構成において、
　前記内視鏡挿入部は、その先端部の先端面上の予め定められた位置に前記流体を供給す
るための流体供給口を備え、
　前記複数種類の光学アダプタは、
　前記流体供給口に接続される流体流入口と、
　前記流体流入口と、前記光学アダプタ毎に設けられた前記流体噴出口とを連通する、前
記光学アダプタの種類に応じて異なる流体供給経路と、を備えることを特徴とする内視鏡
装置。
【請求項２】
　前記流体流入口を含み、前記光学アダプタを前記内視鏡挿入部の先端部に接続するため
の光学アダプタ側接続部は、前記光学アダプタの装着側の基端面よりも凹んだ位置に設け
られ、
　前記流体供給口を含み、前記先端部を前記光学アダプタに接続するための先端部側接続
部は、前記先端部の装着側の基端面よりも凹んだ位置に設けられたことを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記流体供給経路は、
　前記流体流入口と前記流体噴出口とを一直線で連通するように形成したものであって、
前記流体流入口に形成されている流入路と、前記光学アダプタ本体に形成されているアダ
プタ側供給管路と、前記光学アダプタの先端部に設けた凹部と、前記流体噴出口とで構成
し、
　前記流体噴出口は、さらに、前記流体を照明窓に向けて噴出するように構成したことを
特徴とする請求項１又は請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記流体供給経路は、
　前記流体供給入口と前記流体噴出口とを結ぶ経路を曲がった形状に形成したものであっ
て、前記流体噴出口に設けられた流体噴出口部材の流路と、前記光学アダプタの端部に設
けられた溝部経路と、前記流体流入口に形成されている流入路と、前記光学アダプタ本体
内に形成されているアダプタ側供給管路とで構成したことを特徴とする請求項１又は請求
項２に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記溝部経路は、前記光学アダプタの前記流体流入口を有する端面に設けられているこ
とを特徴とする請求項４に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記流体供給経路は、
　前記流体供給入口を介して挿入方向に沿って直線状に設けられた第１の供給管路と、前
記流体噴出口側を介して挿入方向とは逆方向に沿って直線状に設けられた第２の供給管路
とを有し、
　前記第１の供給管路と前記第２の供給管路とを、挿入方向とは直交する方向にずらして
前記第１の供給管路と前記第２の供給管路との一部が重なり合うように形成して連通させ
るように構成したことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記流体供給経路は、
　前記流体供給入口を介して挿入方向に沿って直線状に設けられた第１の供給管路と、
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　前記流体噴出口に連通し、挿入方向と逆方向に沿って直線状に設けられた第２の供給管
路と、
　前記第１の供給管路と前記第２の供給管路とを連通させる、挿入方向と直交する方向に
設けた第３の供給管路と、
　前記流体噴出口を含む噴出部に設けられた、前記流体噴出口に流体を供給する管路と前
記第２の供給管路とを連通させる、挿入口と直行する方向に設けた第４の供給管路と、で
構成したことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　内視鏡挿入部の先端部に着脱自在に取り付けが可能であって、照明光を照射する照明窓
及び被検体をとらえる観察窓を有する複数種類の光学アダプタにおいて、
　前記光学アダプタに少なくとも前記観察窓に流体を噴出する流体噴出口と、前記内視鏡
挿入部の先端部の先端面上に配置された、前記流体を供給するための流体供給口に接続し
て連通する流体流入口とを設け、
　前記流体流入口と前記流体噴出口とを連通する、前記流体が流れる流体供給経路と、前
記流体噴出口とを、前記光学アダプタの種類に応じて異なるように構成したことを特徴と
する光学アダプタ。
　
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、内視鏡の挿入部の先端部に着脱自在に装着可能な複数種の光学アダプタを
有する内視鏡装置及び光学アダプタに関する。　
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、従来から医療分野及び工業用分野において広く利用されている。　
　医療分野において用いられる内視鏡は、細長い挿入部を被検部位である体腔内に挿入す
ることによって、体腔内の臓器を観察したり、必要に応じて処置具の挿通チャンネル内に
挿入した処置具を用いて各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　また、工業用分野において用いられる内視鏡は、細長い挿入部を被検部位であるジェッ
トエンジン内や、工場の配管等に挿入することによって、被検部位の傷及び腐蝕等の観察
や各種処置等を行うことができる。
【０００４】
　内視鏡の挿入部の先端部内には、対物光学系や、ＣＣＤ等の撮像素子を有する撮像部や
、被検部位を照明する照明部等が設けられている。なお、対物光学系及び照明部が、挿入
部の先端部に着脱自在な光学アダプタ内に設けられた構成も周知である。
【０００５】
　この光学アダプタとしては、例えば、単眼直視、単眼側視、双眼直視、双眼側視の各種
光学アダプタがあり、この各種光学アダプタは、観察対象や用途に応じて使い分けられて
いる。
【０００６】
　一般に、内視鏡は、観察性能向上のために、挿入部先端部の先端面に設けられた観察窓
等に向けて、同じく先端面に設けられた噴出口を介して流体を噴出することにより、観察
窓上の汚れを払拭するクリーニングを行っている。
【０００７】
　工業分野に用いられる内視鏡においても、観察性能向上のためには、流体による観察窓
等のクリーニングが必要であり、特に、前記複数種の光学アダプタを着脱自在に装着可能
な内視鏡装置においては強い要求がある。
【０００８】
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　このような光学アダプタ内に、流体を供給するための管路を設けた光学アダプタの従来
技術としては、例えば、特許文献１に記載の内視鏡装置がある。　
　特許文献１に記載の内視鏡装置は、先端アダプタを構成するレンズ筒部内に、水を貯水
する貯水部を有し、略挿入軸方向に向けて直線的なアダプタ側管路を設けて構成している
。そして、前記内視鏡装置は、このアダプタ側管路と連通する、内視鏡挿入部内の送水チ
ューブから前記アダプタ側管路に送水して前記貯水部に水を蓄え、過剰分を排水路に流れ
るように構成することで、挿入部先端部内のＬＥＤチップから伝達されたレンズ筒部の熱
を放熱するようにしている。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００７－１９５７９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に記載の内視鏡装置では、光学アダプタ内に、流体を供給す
るアダプタ側管路を備えてはいるものの、光学アダプタの先端面上の観察窓に向けて流体
を噴出して該観察窓をクリーニングするものではない。また、特許文献１の記載の内視鏡
装置は、複数種の光学アダプタに対応するように構成されたものでもない。
　従って、従来の光学アダプタを有する内視鏡装置では、光学アダプタの種類に応じて適
切に流体を観察窓等に向けて噴出することができず、観察窓等のクリーニングを行えない
といった問題点があった。
【００１１】
　そこで、本発明は前記事情に鑑みてなされたもので、光学アダプタの種類に関わらず、
装着されている光学アダプタの観察窓等に向けて流体を噴出することができる内視鏡装置
及び光学アダプタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の内視鏡装置は、照明光を照射する照明窓及び被検体をとらえる観察窓を有する
複数種類の光学アダプタと、前記複数の光学アダプタが着脱自在に取り付け可能な先端部
を有する内視鏡挿入部とを備える内視鏡装置において、前記光学アダプタに、少なくとも
前記観察窓に流体を噴出する流体噴出口と、前記内視鏡挿入部の先端部の先端面上に配置
された、前記流体を供給するための流体供給口に接続して連通するもので、配置位置が前
記複数種類の光学アダプタに共通である流体流入口とを設け、前記流体流入口と前記流体
噴出口とを連通する、前記流体が流れる流体供給経路と、前記流体噴出口とを、前記光学
アダプタの種類に応じて異なるように構成したことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の光学アダプタは、内視鏡挿入部の先端部に着脱自在に取り付けが可能で
あって、照明光を照射する照明窓及び被検体をとらえる観察窓を有する複数種類の光学ア
ダプタにおいて、前記光学アダプタに少なくとも前記観察窓に流体を噴出する流体噴出口
と、前記内視鏡挿入部の先端部の先端面上に配置された、前記流体を供給するための流体
供給口に接続して連通する流体流入口とを設け、前記流体流入口と前記流体噴出口とを連
通する、前記流体が流れる流体供給経路と、前記流体噴出口とを、前記光学アダプタの種
類に応じて異なるように構成したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の内視鏡装置および光学アダプタによれば、光学アダプタの種類に関わらず、装
着されている光学アダプタの観察窓等に向けて流体を噴出することができるといった利点
がある。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
【図１】本発明の実施例１に係る内視鏡装置の構成を示す斜視図。
【図２】図１の内視鏡挿入部の先端部の構成を示す斜視図。
【図３】図２の先端部の先端面の構成示す正面図。
【図４】図１の単眼直視の光学アダプタの、挿入部装着側から見た斜視図。
【図５】図４の単眼直視の光学アダプタの側面図。
【図６】図５の単眼直視の光学アダプタの先端面の構成を示す正面図。
【図７】図５の単眼直視の光学アダプタの、挿入部装着側から見た平面図。
【図８】図１の光学アダプタが取り付けられた内視鏡装置の先端面側を示す図。
【図９】図８のＡ－Ａ線断面図。
【図１０】実施例１の単眼直視の光学アダプタの変形例を示し、該光学アダプタが装着さ
れた内視鏡装置の構成を示す断面図。
【図１１】図１１の内視鏡装置の構成を示す斜視図。
【図１２】本発明の実施例２に係る内視鏡装置の構成を示す斜視図。
【図１３】図１２の単眼側視の光学アダプタの、挿入部装着側から見た斜視図。
【図１４】図１３の単眼側視の光学アダプタの側面図。
【図１５】図１３の単眼側視の光学アダプタの先端面の構成を示す正面図。
【図１６】図１３の単眼側視の光学アダプタの、挿入部装着側から見た平面図。
【図１７】図１３の光学アダプタが取り付けられた内視鏡装置の先端面側を示す図。
【図１８】図１７のＢ－Ｂ線断面図。
【図１９】本発明の実施例３に係る内視鏡装置の構成を示す斜視図。
【図２０】図１９の双眼直視の光学アダプタの、挿入部装着側から見た斜視図。
【図２１】図２０の双眼直視の光学アダプタの側面図。
【図２２】図２０の双眼直視の光学アダプタの先端面の構成を示す正面図。
【図２３】図２０の双眼直視の光学アダプタの、挿入部装着側から見た平面図。
【図２４】図２０の双眼直視の光学アダプタが取り付けられた内視鏡装置の先端面側を示
す図。
【図２５】図２４のＣ－Ｃ線断面図。
【図２６】図２４のＤ－Ｄ線断面図。
【図２７】本発明の実施例４に係る内視鏡装置の構成を示す斜視図。
【図２８】図２７の内視鏡装置を、図中斜め下方向から見た場合の斜視図。
【図２９】図２８の双眼側視の光学アダプタの、挿入部装着側から見た斜視図。
【図３０】図２８の双眼側視の光学アダプタの側面図。
【図３１】図２８の双眼側視の光学アダプタの先端面の構成を示す正面図。
【図３２】図２８の双眼側視の光学アダプタの、挿入部装着側から見た平面図。
【図３３】図２７の光学アダプタが取り付けられた内視鏡装置の先端面側を示す図。
【図３４】図３３のＥ－Ｅ線断面図。
【図３５】図３３のＦ－Ｆ線断面図。
【図３６】図３４のＧ－Ｇ線断面図。
【図３７】図３５のＨ－Ｈ線断面図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施例について詳細に説明する。　
【実施例１】
【００１７】
　図１から図９は、本発明に係る内視鏡装置の実施例１を示している。　
　図１に示すように、本実施例の内視鏡装置１は、体腔内や構造物に挿入される可撓性の
細長い内視鏡挿入部（以下、挿入部と略記）２と、前記挿入部２の先端側に設けられた先
端部３に着脱自在に装着可能な複数種の光学アダプタ４と、を有して構成されている。
【００１８】
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　まず、挿入部２の先端部３の構成について、図２、図３及び図９を用いて説明する。　
図２に示すように、挿入部２の先端部３の先端側には、挿入方向に突出する突出部３Ａが
設けられている。この突出部３Ａの先端側には、挿入部側接続部１０を構成する観察窓１
１、照明窓１２および流体供給口１３が設けられている。
【００１９】
　前記観察窓１１と、前記照明窓１２と、前記流体供給口１３とは、図２及び図３に示す
ように、予め決められた位置に配置されている。　
　具体的には、図２に示すように、前記観察窓１１と前記流体供給口１３とは、前記突出
部３Ａの先端面３Ｂに設けられた第１凹部３Ｘに配置されている。前記照明窓１２は、前
記突出部３Ａの先端側の一部を切り欠いて前記先端面３Ｂよりも後方に所定形状で形成さ
れた平面部３Ｃに設けられた第２凹部３Ｙに配置されている。
【００２０】
　このような構成により、光学アダプタ４を先端部３に装着する以前において、挿入部２
の先端部３に他の部材が接触しても、前記先端部側接続部１０を構成する前記観察窓１１
、前記照明窓１２及び前記流体供給口１３に他の部材が接触することなく、保護すること
ができる。
【００２１】
　また、前記観察窓１１と前記照明窓１２とは、図３に示すように、前記突出部３Ａの先
端面３Ｂ及び平面部３Ｃを含む平面において、例えば、先端部３の軸Ｌを通過する直線上
に配置されている。また、前記流体供給口１３は、前記観察窓１１及び前記照明窓１２に
隣接するように予め定められた位置に配置されている。
【００２２】
　一方、先端部３の突出部３Ａの側面部には、光学アダプタ４を固定する際の位置決めを
行うための位置決め溝１５が設けられている。また、この位置決め溝１５の後端側であっ
て前記突出部３Ａの外周面には、Ｏリング１６が設けられている。このＯリング１６は、
この先端部３に光学アダプタ４を装着した際に、先端部３と光学アダプタ４との間を水密
に保持する。
【００２３】
　前記観察窓１１の後方側（先端部内部方向）には、撮像ユニット２４が設けられている
。この撮像ユニット２４は、観察窓１１の後方に位置する対物光学レンズ群２５と、固体
撮像素子２６と、制御基板２７とを有して構成されている。この固定撮像素子２６には、
制御基板２７を介してこの固体撮像素子２６の駆動制御信号を伝送する信号線と、固体撮
像素子２６で生成された被検部位の映像信号とを伝送する信号線２８とが接続されている
。この信号線２８は、撮像ユニット２４の基端側から導出される信号ケーブル２９内に設
けられている。この信号ケーブル２９は、挿入部２内を挿通して図示しない装置本体内に
導かれている。
【００２４】
　また、前記照明窓１２は、光学アダプタ４を介して観察部位に照明光を投射するもので
、この照明窓１２の基端面には、図示は省略するがライトガイドファイバの先端面が配置
されている。このライトガイドファイバは、挿入部２内を挿通してコネクタ（不図示）を
介して装置本体の光源装置に接続されている。
【００２５】
　さらに、前記流体供給口１３は、図９に示すように、挿入部側流体接続部材（以下、流
体供給部と記載する）１３ｂが有する供給路３０ａの先端側開口である。前記流体供給部
１３ｂの供給路３０ａの基端側開口には、流体を供給するための送気・送水管路３０が配
置されている。流体供給部１３ｂは、長手方向中央にフランジ部を有する管部材であり、
フランジ部より先端側の外周にはＯリング１３ａが配置されている。
【００２６】
　前記送気・送水管路３０は、挿入部２内を挿通して図示しない装置本体内の送気・送水
装置に接続されており、この送気・送水装置から供給される水、或いは空気等の流体を、
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前記流体供給口１３に送出する。
【００２７】
　前記Ｏリング１３ａは、先端部３に光学アダプタ４が装着された際に、流体供給口１３
と、この流体供給口１３に接続される光学アダプタ４の後述する流体流入口２０との間を
水密にする。
【００２８】
　なお、前記観察窓１１及び照明窓１２に、前記流体供給口１３と同様な、Ｏリングをそ
れぞれ設けても良い。Ｏリングは、光学アダプタ側接続部１７（図４参照）との接続の際
の密着性を確保する他、接続の際の当接力を吸収してこの当接力による破壊等を防止する
構成になっている。
【００２９】
　次に、前記光学アダプタ４の構成について、図１、図４から図９を用いて説明する。　
　前記光学アダプタ４としては、単眼直視タイプ、単眼側視タイプ、双眼直視タイプ、双
眼側視タイプ等、各種光学アダプタ４がある。本実施例の光学アダプタ４は、挿入方向前
方の被検部位を観察するための単眼直視アダプタとして構成されている。
【００３０】
　図１及び図４に示すように、前記光学アダプタ４は、本体５と、挿入部２の先端部３に
嵌合する嵌合孔６Ａを有する止め輪６とを有して構成されている。前記光学アダプタ４は
、嵌合孔６Ａに先端部３を嵌合した状態で、止め輪６の内周面に設けられた雌ネジ部を先
端部３の外周面に設けられた雄ネジ部に螺合することによって、前記先端部３に一体に固
定されるようになっている。
【００３１】
　また、光学アダプタ４の内周面には、図７に示すように、前記挿入部２の先端部３に設
けられた位置決め溝１５（図２参照）に嵌合して該光学アダプタ４を先端部３に固定する
際の位置決めを行う位置決め突起部１５Ａが設けられている。
【００３２】
　前記本体５は、図９に示すように、前記止め輪６が基端部に回動自在に設けられるアダ
プタ本体２１と、このアダプタ本体２１のカバー部材である先端カバー２２とを有して構
成されている。
【００３３】
　前記先端カバー２２は、図１及び図６に示すように、アダプタ本体２１の先端面５Ａの
一部を露出させる開口５Ｘを有している。この先端カバー２２は、側部に配置される止め
ネジ４ａによる螺合によってアダプタ本体２１に固定される。
【００３４】
　また、先端カバー２２の裏面側の予め定められた位置には、図６の破線に示すように流
体供給経路３１を構成する凹部２００ｂが設けられている。凹部２００ｂは、流体を観察
窓７に向けて噴出するための、流体噴出口９を備えている。また、前記アダプタ本体２１
の先端面５Ａ上には、図６の破線に示すように流体供給経路３１を構成する後述するアダ
プタ側流体供給管路３２の開口３２ａが設けられている。この開口３２ａは、前記凹部２
００ｂと連通している（図９参照）。
【００３５】
　また、前記アダプタ本体２１の先端面５Ａには、前記開口５Ｘから露出される観察窓７
、及び照明窓８が設けられている。
【００３６】
　なお、前記流体噴出口９は、前記観察窓７に向けて流体を噴出できるように形成されて
いるが、流体噴出口９を観察窓７だけでなく、照明窓８に向けて流体を同時に該観察窓７
、照明窓８に噴出できる構成にしても良い。
【００３７】
　本実施例において、前記光学アダプタ４は、図１、図４及び図９に示すように、該光学
アダプタ４に、少なくとも前記観察窓７に流体を噴出する流体噴出口９と、内視鏡挿入部
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の先端部の先端面上に配置された、前記流体を供給するための流体供給口１３に接続して
連通する流体流入口２０と、前記流体流入口２０と前記流体噴出口９とを連通する、前記
流体が流れる流体供給経路３１とを備えている。前記流体流入口２０の配置位置は、前記
複数種類の光学アダプタ４において共通であり、前記流体噴出口２０と流体供給経路３１
とがそれぞれの光学アダプタ４の種類に応じて異なるように構成される。
【００３８】
　図４から図９を用いて光学アダプタ４の主要部の構成を説明する。　
　図４及び図７に示すように、前記光学アダプタ４の基端側である挿入部２の先端部３に
装着される側には、光学アダプタ側接続部１７を構成する観察窓部１８、照明窓部１９及
び前記流体流入口２０が設けられている。
【００３９】
　前記観察窓部１８と、照明窓部１９と、流体流入口２０とは、前記挿入部２の先端部側
接続部１０を構成する前記観察窓１１、照明窓１２及び流体供給口１３の配置位置に合致
する位置にそれぞれ配置されている。　
　前記観察窓部１８と前記流体流入口２０とは、先端部３の突出部３Ａに面接触する、ア
ダプタ本体２１の底面５Ｂに配設されている。前記照明窓部１９は、前記底面５Ｂよりも
装着側方向に突出する突出部５Ｃに配設されている。
【００４０】
　具体的に、前記観察窓部１８と前記照明窓部１９とは、図７に示すように、前記先端部
３の接続部１０と同様に、前記アダプタ本体２１の底面５Ｂ及び突出部５Ｃの面を含む平
面において、例えば、光学アダプタ４の軸Ｌ１を通過する直線上に配置されている。また
、前記流体流入口２０は、前記観察窓部１８及び前記照明窓部１９に隣接する予め定めら
れた位置に配置されている。
【００４１】
　前記観察窓部１８には、図９に示すように、観察部位を観察するための対物レンズ１８
ａ、２３が装着側から挿入方向に向かって順に配置されている。対物レンズ２３の挿入方
向前方側には、観察窓７（図１参照）が設けられている。
【００４２】
　また、前記照明窓部１９には、図示は省略するが照明光を伝達するライトガイド、或い
はレンズが配置されている。 このライトガイド、或いはレンズの挿入方向前方側には、
照明窓８（図１参照）が設けられている。
【００４３】
　さらに、前記流体流入口２０は、図９に示すように、アダプタ側流体接続部材（以下、
流体流入部と記載する）２０ａが有する流入路２００ａの基端側開口である。前記流体流
入部２０ａの流入路２００ａの先端側開口は、流体供給経路３１を構成するアダプタ側流
体供給管路３２に連通している。
【００４４】
　前記流体流入部２０ａは、段付きの管状部材であり、先端部３の装着側方向に向けて突
出する太径な突出部２０ｂを有している。この突出部２０ｂには、前記流体供給部１３ｂ
のフランジ部より先端側が配置される凹部が設けられている。光学アダプタ４を先端部３
に装着した際、前記突出部２０ｂの端面が、流体供給部１３ｂに配置されたＯリング１３
ａに当接して、該Ｏリング１３ａを押し潰して水密を図る。このことにより、送気・送水
管路３０を介して供給される流体が、外部に漏れることなく流体供給口１３から流体流入
口２０を介してアダプタ側流体供給管路３２に供給される。
【００４５】
　前記アダプタ側流体供給管路３２は、前記流体供給部２０ａの先端側開口と前記流体噴
出口９とを一直線で連通するようにアダプタ本体２１に形成されている。つまり、本実施
例において、流体供給経路３１は、流体流入部２０ａに形成されている流入路２００ａと
、アダプタ本体２１に形成されているアダプタ側流体供給管路３２と、凹部２００ｂと、
流体噴出口９とで構成される。　
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　そして、前記流体供給口１３から前記流体流入口２０を介して流入路２００ａに供給さ
れた流体は、アダプタ側流体供給管路３２、凹部２００ｂを通過して流体噴出口９を介し
て観察窓７に向けて噴出される。
【００４６】
　なお、前記光学アダプタ側接続部１７を構成する前記観察窓部１８、前記照明窓部１９
及び前記流体流入口２０は、前記先端部側接続部１０と同様に、光学アダプタ４を構成す
る止め輪６の基端側に形成される基端面６Ｂ（図５参照）よりも凹んだ位置に設けられて
いる。
【００４７】
　このような構成により、光学アダプタ４を先端部３装着する以前において、光学アダプ
タ４の止め輪６に他の部材が接触しても、この止め輪６の基端面６Ｂを形成する外周縁部
によって、光学アダプタ側接続部１７を構成する前記観察窓部１８、前記照明窓部１９及
び前記流体流入口２０に他の部材が接触することなく、保護することができる。
【００４８】
　上記構成の光学アダプタ４が挿入部２の先端部３に装着された状態の内視鏡装置１の動
作について、図１及び図９を用いて説明する。　
　図９に示す内視鏡装置１において、図示しない送気・送水装置から水、或いは空気等の
流体が送気・送水管路３０に供給されると、この流体は、流体供給口１３、流体流入口２
０を介して、光学アダプタ４に形成されている流体供給経路３１に送り込まれる。
【００４９】
　そして、流体供給経路３１に送り込まれた流体は、流入路２００ａ、アダプタ側流体供
給管路３２に供給され、アダプタ流体供給管路３２の開口３２ａから先端カバー２２の裏
面に形成されている凹部２００ｂを介して流体噴出口９から観察窓７に向けて噴出される
。このことにより、観察窓７に付着した汚れは、流体噴出口９から噴出された流体により
取り除かれる。
【００５０】
　従って、実施例１の単眼直視の光学アダプタ４においては、観察窓７等に向けて適切に
流体を噴出させることができるので、観察窓７に付着する付着物等によって観察が妨げら
れることを防止して、観察性能の向上を図ることができる。
【００５１】
　なお、前記光学アダプタ４の流体噴出口９の形状は、図１及び図６に示すような形状に
限定されることはなく、適宜形状を変更することにより、流体の噴出する強さ、或いは噴
出する向きを所望するように設定することが可能である。
【００５２】
　そして、例えば、図１０及び図１１に示すように流体噴出口９を構成することができる
。図１０に示す光学アダプタ４においては、流体噴出口９をアダプタ本体２１に一体的に
構成する。このことにより、上述と同様の作用及び効果を得ることができる。
【００５３】
　一方、図１１（図１０を図１１に変えています）に示す内視鏡装置１Ａの光学アダプタ
４Ａでは、流体噴出口部材９Ａをアダプタ本体２２の先端面５Ａ上の所定位置に接着剤、
或いは溶接によって固設する。この流体噴出部材９Ａは、アダプタ側流体供給管路３２の
開口３２ａに連通する流体路及び流体噴出口９ａを有する。この構成によれば、部品点数
は増えるが前記実施例１と同様の作用及び効果を容易に得ることができる。
【００５４】
　なお、本実施例において、前記挿入部２の先端部３における、前記観察窓１１、照明窓
１２、及び流体供給口１３の配置は、図３に示す位置に限定されるものではなく、例えば
、挿入部２の細径化に適した構成に基づき、観察窓１１、照明窓１２、及び流体供給口１
３の配設位置を適宜変更しても良い。また、前記光学アダプタ４における、前記観察窓部
１８、照明窓部１９、及び流体流入口２０の配置位置も、同様に、図７に示す位置に限定
されるものではない。なお、位置変更する場合、挿入部２の先端部側接続部１０を構成す
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る観察窓１１、照明窓１２、及び流体供給口１３の配置位置と、前記光学アダプタ４にお
ける前記観察窓部１８、照明窓部１９、及び流体流入口２０の配置位置とが合致する構成
にする。
【実施例２】
【００５５】
　図１２から図１８は、本発明に係る内視鏡装置の実施例２を示している。なお、図１２
から図１８に示す内視鏡装置１Ｂにおいて、前記実施例１と同様な構成要素については同
一の符号を付して説明を省略し、異なる部分のみを説明する。
【００５６】
　本実施例の内視鏡装置１Ｂは、実施例１と同様の挿入部２を有する。挿入部２には単眼
直視タイプの光学アダプタ４に替えて、挿入方向と直交する方向の被検部位の観察を行う
単眼側視アダプタである光学アダプタ４Ｂが設けられる。　
　図１２から図１８に示すように、前記光学アダプタ４Ｂの本体５には、側視面３３と、
斜面３４とが設けられている。この側視面３３と斜面３４とは、本体５の側面部の一部を
切り欠いて形成される。前記側視面３３は、挿入方向とは直交する方向に向いた面である
。一方、前記斜面３４は、この側視面３３に対して斜め方向に形成された斜面である。　
　前記側視面３３の略中央には、観察窓７が設けられている。また、前記側視面３３の観
察窓７の両側には、それぞれ照明窓８が設けられている。
【００５７】
　また、前記斜面３４の側視面３３側には、流体噴出口９ａを有する流体噴出口部材９Ｂ
が設けられている。前記流体噴出口部材９Ｂには、流体噴出口９ａに連通する流路２０１
ｂが形成されている。流路２０１ｂの他端部は、流体供給経路３１Ａを構成する後述する
アダプタ側流体供給管路３２Ａに連通している。　
　したがって、流体供給経路３１Ａを介して流体が供給されることによって、流体が流体
噴出口部材９Ｂの流体噴出口９ａから前記観察窓７に向けて噴出されるようになっている
。なお、流体噴出口９ａの噴出方向を、前記実施例１と同様に観察窓７だけでなく、照明
窓８に向けて流体を該窓７、８に噴出できる構成にしても良い。
【００５８】
　本実施例において、光学アダプタ４Ｂの基端側には、図１３から図１６に示すように、
前記実施例１と略同様に光学アダプタ側接続部１７を構成する観察窓部１８、照明窓部１
９及び前記流体流入口２０が設けられている。　
　光学アダプタ４Ｂの流体供給経路３１Ａは、単眼側視タイプの光学アダプタ用であり、
観察窓７等に向けて適切に流体を噴出することができるように形成されている。
【００５９】
　光学アダプタ４Ｂの流体供給経路３１Ａは、流体噴出口部材９Ｂの流路２０１ｂと、溝
部経路３５Ａと、流体流入部２０ａの流入路２０１ａと、アダプタ側流体供給管路３２Ａ
とで構成される。なお、前記流体流入部２０ａは、前記流入路２０１ａと、前記アダプタ
側流体供給管路３２Ａとを有して構成される。
【００６０】
　具体的に説明すると、図１３、図１４、図１６及び図１８に示すように、前記光学アダ
プタ４Ｂの前記流体流入口２０を有する端面である底面５Ｂに、前記流体供給経路３１の
一部である溝経路部３５を備えている。つまり、前記流体供給経路３１の一部である溝経
路３５Ａを構成する溝経路部３５が、光学アダプタ４Ｂの底面５Ｂに形成されている。
【００６１】
　この溝経路部３５は、図１８に示すように、アダプタ本体２１の底面５Ｂ上の一部を凹
ませて溝形状に形成したもので、前記流体流入部２０ａ１の流入路２０１ａ及びアダプタ
側流体供給管路３２Ａと連通している。 溝経路部３５は、底面５Ｂの平面において、図
１６に示すように、前記流体流入口２０と前記流路２０１ｂとを連通させるため曲がった
形状に形成されている。
【００６２】
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　また、この溝経路部３５は、該溝経路部３５の溝に合わせたカバー３５Ｃを接着するこ
とで、前記流体供給経路３１の一部である溝経路３５Ａを構成する。
【００６３】
　なお、前記溝経路部３５の曲がった形状は、図１３及び図１６に示す形状に限定される
ものではなく、光学アダプタ４の細径化に適した観察窓部１８、照明窓部１９及び流体流
入口２０の配置位置等に応じて、適宜変更して構成される。
【００６４】
　また、前記カバー３５Ｃの替わりに前記溝経路部３５による流体供給経路３１の流体漏
れを防止するために、例えば前記溝経路部３５の外周縁部に、Ｏリングを設けて、先端部
３の先端面３Ｂと、光学アダプタ４Ｂの底面５Ｂとの間を水密にし、該溝経路部３５によ
る溝経路３５Ａをより精度良く封止しても良い。　
　その他の構成は実施例１と同様である。
【００６５】
　次に、実施例２の内視鏡装置１Ｂの動作を説明する。図１８に示す内視鏡装置１Ｂにお
いて、図示しない送気・送水装置から水、或いは空気等の流体が送気・送水管路３０に供
給される。すると、この流体は、流体供給口１３、流体流入口２０を介して、流体供給経
路３１Ａに送りこまれる。
【００６６】
　そして、流体供給経路３１Ａに送りこまれた流体は、アダプタ側供給管路３２ａ、流入
路２０１ａ、前記溝経路部３５により形成された溝経路３５Ａ、流体噴出口部材９Ｂに形
成された流路２０１ｂに供給され、該流体噴出口部材９Ｂの流体噴出口９ａへ送出され、
観察窓７に向けて噴出される。このことにより、観察窓７に付着した汚れなどが噴出した
流体により取り除かれる。
【００６７】
　従って、実施例２によれば、光学アダプタ４が単眼側視タイプの光学アダプタであって
も、光学アダプタに流体供給経路３１Ａを設けることにより、適切に流体を観察窓等に向
けて噴出することができ、よって観察性能を向上させることができる。
【００６８】
　なお、本実施例においても、前記光学アダプタ４Ｂの流体噴出口９ａの形状は、図１２
及び図１５に示すような形状に限定されることはなく、適宜形状を変更することにより、
流体の強さ、或いは向きが所望となるように構成しても良い。
【実施例３】
【００６９】
　図１９から図２６は、本発明に係る内視鏡装置の実施例３を示している。なお、図１９
から図２６に示す内視鏡装置１Ｃにおいて、上述した実施例と同様な構成要素については
同一の符号を付して説明を省略し、異なる部分のみを説明する。
【００７０】
　本実施例の内視鏡装置１Ｃは、実施例１、２と同様の挿入部２を有し、挿入部２には前
述した光学アダプタ４に替えて、挿入方向前方の被検部位を双眼観察するための双眼直視
アダプタである光学アダプタ４Ｃが設けられている。
【００７１】
　図１９及び図２２に示すように、光学アダプタ４Ｃの本体５の構成は、前記実施例１と
略同様に構成されているが、観察窓７に替えて双眼用観察窓７Ａがアダプタ本体２１の先
端面５Ａ上に設けられている。
【００７２】
　また、先端カバー２２により形成された流体噴出口９についても、前記実施例１と略同
様に構成されているが、前記観察窓７より面積が大きくなった双眼用観察窓７Ａに合わせ
て、その流体噴出口９の形状が形成されている。　
　すなわち、この流体噴出口９は、面積が大きい双眼用観察窓７Ａでも、該双眼用観察窓
７Ａに向けて確実に流体を噴出することができるように構成されている。
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【００７３】
　本実施例では、双眼直視アダプタの光学アダプタ４Ｃであるため、前記双眼用観察窓７
Ａには、対物レンズと、挿入方向前方の被検部位を双眼観察するために必要な双眼光学ユ
ニット４０とが配置されている。
【００７４】
　この双眼光学ユニット４０は、図２５に示すように、双眼用観察窓７Ａの後方に配置さ
れたもので、被検部位の映像を双眼用の映像光として取り込むのに必要に左右一対の対物
光学レンズ４１と、これらの対物光学レンズ４１の後方に配置された第１の対物レンズ群
４２、及び第２の対物レンズ群４３とを有して構成されている。そして、前記第２の対物
レンズ群４３の後方には、対物レンズ１８ａを介して前記観察窓部１８が配置されている
。
【００７５】
　本実施例において、前記光学アダプタ４Ｃの基端側には、前記実施例１と同様に、光学
アダプタ側接続部１７を構成する観察窓部１８、照明窓部１９及び前記流体流入口２０が
設けられている。
【００７６】
　ここで、双眼直視の光学アダプタ４Ｃにおいては、上述したように双眼直視のための双
眼光学ユニット４０をアダプタの本体内部に設けるため、本体５の挿入軸方向（長手方向
）の長さが長くなり、また、流体を供給するためのアダプタ側流体供給管路３２を配置す
るスペースも限られてしまう。
【００７７】
　本実施例の光学アダプタ４Ｃは、双眼直視光学アダプタであっても、適切に流体を双眼
用観察窓７Ａ等に向けて噴出することができる流体供給経路３１Ｂを備える。　　
　光学アダプタ４Ｃの流体供給経路３１Ｂは、双眼直視の前記光学アダプタ４Ｃの構造に
対応するように、前記流体流入口２０と前記流体噴出口９とを結ぶ経路が屈曲した管路を
備えて形成されている。
【００７８】
　具体的には、前記流体供給経路３１Ｂは、図２５及び図２６に示すように、流体流入部
２０ａの流入路２００ａと、前記流体流入口２０に連通する挿入方向に沿って直線状に設
けられた第１の供給管路４４と、前記流体噴出口９を介して先端面５Ａから挿入方向とは
逆方向に沿って直線状に設けられた第２の供給管路４５と、凹部２００ｂと、流体噴出口
９とで構成される。
【００７９】
　前記第１の供給管路４４の中心軸と前記第２の供給管路４５の中心軸とは、図２６に示
すように、挿入方向とは直交する方向に位置ずれしている。そして、前記第１の供給管路
４４と前記第２の供給管路４５とは、これら第１の供給管路４４と第２の供給管路４５と
の一部が重なり合うように形成することで連通させている。
【００８０】
　前記流体供給経路３１Ｂを構成する前記第１の供給管路４４は、アダプタ本体２１の基
端面である底面５Ｂ側から穴あけ作業を行って形成される。一方、前記第２の供給管路４
５は、アダプタ本体２１の先端面５Ａ側から、前記第１の供給管路４４と一部が重なり合
うように穴あけ作業を行って形成される。従って、実施例２の曲がった流体供給経路３１
Ａよりも、簡単に流体供給経路３１Ｂを形成できるといった効果がある。　
　その他の構成は実施例１と同様である。
【００８１】
　次に、実施例３の内視鏡装置１Ｃの動作を説明する。　
　図２６に示す内視鏡装置１Ｃにおいて、図示しない送気・送水装置から水、或いは空気
等の流体が送気・送水管路３０に供給されると、この流体は、流体供給口１３、流体流入
口２０を介して、光学アダプタ４に形成されている流体供給経路３１Ｂに送り込まれる。
【００８２】
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　前記流体供給経路３１Ｂに送り込まれた流体は、流入路２００ａ、第１の供給管路４４
、第２の供給管路４５、アダプタ流体供給管路３２の開口３２ａから先端カバー２２の裏
面に形成されている凹部２００ｂ介して流体噴出口９から双眼用観察窓７Ａに向けて噴出
される。このことにより、双眼用観察窓７Ａに付着した汚れは、流体噴出口９から噴出さ
れた流体により取り除かれる。
【００８３】
　従って、実施例３によれば、光学アダプタ４が双眼直視の光学アダプタであっても、光
学アダプタに流体供給経路３１Ｂを設けることにより、適切に流体を双眼用観察窓７Ａ等
に向けて噴出することができ、よって観察性能を向上させることができる。
【００８４】
　なお、本実施例においても、前記光学アダプタ４Ｃの流体噴出口９の形状は、図１９及
び図２２に示すような形状に限定されることはなく、適宜形状を変更することにより、流
体の強さ、或いは向きが所望となるように構成しても良い。
【００８５】
　また、この流体噴出口の形状に併せて、前記アダプタ側流体供給管路３２の前記第１の
供給管路４４及び前記第２の供給管路４５についても、必要な流体供給圧などが得られる
ように、これら供給管路の径を、適宜変更して構成するようにしても良い。
【実施例４】
【００８６】
　図２７から図３７は、本発明に係る内視鏡装置の実施例４を示している。なお、図２７
から図３７に示す内視鏡装置１Ｄにおいて、上述した実施例と同様な構成要素については
同一の符号を付して説明を省略し、異なる部分のみを説明する。
【００８７】
　本実施例の内視鏡装置１Ｄは、実施例１、２と同様の挿入部２を有し、この挿入部２に
は前述した単眼側視の光学アダプタ４Ｂに替えて、挿入方向と直交する方向の被検部位の
双眼観察するための双眼側視アダプタである光学アダプタ４Ｄが設けられている。
【００８８】
　図２７及び図２８に示すように、光学アダプタ４Ｄの本体５の構成は、前記実施例２と
略同様に構成されているが、側視面３３及び傾斜面３４の他に、新たに、この傾斜面３４
に連接される第２の傾斜面３４Ａが設けられている。この第２の傾斜面３４Ａは、前記傾
斜面３４からさらに斜め方向に形成された斜面である。
【００８９】
　また、前記側視面３３には、観察窓７（図１２参照）に替えて双眼用観察窓７Ａが設け
られている。また、前記側視面３３に設けられた２つの照明窓８（図１２参照）を無くし
、新たに前記第２の傾斜面３４Ａ上には、１つの照明窓８が設けられている。
【００９０】
　すなわち、前記照明窓８を、光学アダプタ４Ｄの双眼用観察窓７Ａより、挿入方向と逆
方向の後方に位置するように構成したことにより、より広範囲の被検部位を照明すること
ができるので、精度良く双眼観察を行うことができる。
【００９１】
　また、前記斜面３４の側視面３３側に設けられた流体噴出口部材９Ｃの流体噴出口９ａ
についても、前記実施例２と略同様に構成されているが、前記観察窓７より面積が大きく
なった双眼用観察窓７Ａに合わせて、その流体噴出口９ａの形状が形成されている。
【００９２】
　すなわち、流体噴出口部材９Ｃは、面積が大きい双眼用観察窓７Ａでも、該双眼用観察
窓７Ａに向けて確実に流体を噴出することができるように、２つの流体噴出口９ａを設け
て構成されている。
【００９３】
　本実施例では、双眼側視光学アダプタの光学アダプタ４Ｄであるため、前記双眼用観察
窓７Ａには、対物レンズ（図示せず）と、挿入方向と直交する方向の被検部位の双眼観察
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するために必要な双眼光学ユニット４０Ａとが配置されている。
【００９４】
　この双眼光学ユニット４０Ａは、図３６に示すように、双眼用観察窓７Ａの後方に配置
されたもので、被検部位の映像を双眼用の映像光として取り込むのに必要に左右一対の対
物光学レンズ４１と、これらの対物光学レンズ４１の後方に配置された第１の対物レンズ
群４２、及び第２の対物レンズ群４３とを有して構成されている。そして、前記第２の対
物レンズ群４３の後方には、対物レンズ１８ａを介して前記観察窓部１８が配置されてい
る。
【００９５】
　本実施例において、前記光学アダプタ４Ｄの基端側には、前記実施例２と同様に、光学
アダプタ側接続部１７を構成する観察窓部１８、照明窓部１９及び前記流体流入口２０が
設けられている。
【００９６】
　双眼側視の光学アダプタ４Ｄにおいては、上述したように双眼側視のための双眼光学ユ
ニット４０Ａをアダプタの本体内部に設けるため、本体５の挿入軸方向（長手方向）の長
さが長くなり、また、流体を供給するためのアダプタ側流体供給管路３２を配置するスペ
ースも限られてしまう。
【００９７】
　本実施例の光学アダプタ４Ｄは、双眼側視の光学アダプタであっても、適切に流体を双
眼用観察窓７Ａ等に向けて噴出することができる流体供給経路３１Ｃを備える。
【００９８】
　光学アダプタ４Ｄの流体供給経路３１Ｃは、双眼側視の前記光学アダプタ４Ｄの構造に
対応するように、前記流体流入口２０と前記流体噴出口９ａとを結ぶ経路が屈曲した管路
を備えて形成されている。
【００９９】
　具体的には、前記流体供給経路３１Ｃは、図３０、図３４から図３７に示すように、流
体流入部２０ａの流入路２００ａと、前記流体流入口２０を介して挿入方向に沿って直線
状に設けられた第１の供給管路５０と、凹部２００ｂと、流体噴出口９ａと、前記流体噴
出口部材９Ｃに設けられた管路９ｃと、前記流体噴出口９ａに連通し、挿入方向とは逆方
向に沿って直線状に設けられた第２の供給管路５２と、前記第１の供給管路５０と前記第
２の供給管路５２とを連通させる、挿入方向とは直交する方向に設けた第３の供給管路５
１と、前記管路９ｃと前記第２の供給管路５２とを連通させる、挿入部と直行する方向に
設けた第４の供給管路５３とで構成される。
【０１００】
　なお、前記流体供給経路３１Ｃを構成する前記第１の供給管路５０は、アダプタ本体２
１の基端面である底面５Ｂ側から穴あけ作業を行って形成される。一方、前記第２の供給
管路５２は、アダプタ本体２１の先端面５Ａ側から穴あけ作業を行って形成される。
【０１０１】
　また、前記第３の供給管路５１は、前記アダプタ本体２１の基端側の側面から前記第１
の供給管路５０と前記第２の供給管路５２とを連通させるように穴あけ作業を行って形成
される。一方、前記第４の供給管路５３は、前記アダプタ本体２１の先端側の側面から前
記流体噴出口９ａに流体を供給する管路９ｃと前記第２の供給管路５１とを連通させるよ
うに穴あけ作業を行って形成される。
【０１０２】
　なお、前記第３の供給管路５１及び前記第４の供給管路５３の各穴上げ作業完了後に、
各アダプタ本体２１の側面部に設けられた各開口を、樹脂などの蓋部材、或いは接着剤等
の充填部材を用いて封止するといった穴埋め作業が行われるようになっている。　
　その他の構成は実施例２と同様である。
【０１０３】
　次に、実施例４の内視鏡装置１Ｄの動作を説明する。図３７に示す内視鏡装置１Ｄにお
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いて、図示しない送気・送水装置から水、或いは空気等の流体が送気・送水管路３０に供
給されると、この流体は、流体供給口１３、流体流入口２０を介して、流体供給経路３１
Ｃに送りこまれる。
【０１０４】
　前記流体供給経路３１Ｃに送り込まれた流体は、図３０、図３４から図３７に示すよう
に、流入路２００ａ、前記第１の供給管路５０、前記第２の供給管路５２、前記第３の供
給管路５１、前記第４の供給管路５３、流体噴出口部材９Ｃの管路９ｃを介して、２つの
流体噴出口９ａから双眼用観察窓７Ａに向けて噴出される。このことにより、双眼用観察
窓７Ａに付着した汚れは、流体噴出口９から噴出された流体により取り除かれる。
【０１０５】
　従って、実施例４によれば、光学アダプタ４が双眼側視の光学アダプタ４Ｄであっても
、光学アダプタに前記流体供給経路３１Ｃを設けたことにより、適切に流体を双眼用観察
窓７Ａ等に向けて噴出することができ、よって観察性能を向上させることができる。
【０１０６】
　なお、本実施例においても、前記光学アダプタ４Ｄの流体噴出口９ａの形状は、図２８
及び図３７に示すような形状に限定されることはなく、適宜形状を変更することにより、
流体の強さ、或いは向きが所望となるように構成しても良い。
【０１０７】
　また、この流体噴出口９ａの形状に併せて、前記流体供給経路３１Ｃの前記第１の供給
管路５０から前記第４の供給管路５３についても、必要な流体供給圧などが得られるよう
に、これら供給管路の径を、適宜変更したり、或いは長さを変更して構成しても良い。
【０１０８】
　また、本実施例において、２つの流体噴出口９ａは、双眼用観察窓７Ａのみに向けて流
体を噴出するように構成したが、例えば、流体供給経路３１Ｃから分岐する照明窓８専用
の流体供給管路と、この流体供給管路に連通する照明窓専用の流体噴出口を第２の斜面３
４上に設けることにより、照明窓８に向けて流体を同時に噴出できるように構成しても良
い。
【０１０９】
　なお、本発明において、流体供給経路３１を曲げて或いは屈曲して構成した場合、この
流体供給経路３１の形状は、実施例２～４に示すような形状の構成に限定されるものでは
なく、その他の形状、例えば、細径化の光学アダプタ４であっても該光学アダプタ４の内
部の隙間に沿うように自在に配置が可能な柔軟な弾性管路等を用いて前記流体供給経路３
１を構成しても良い。
【０１１０】
　本発明は、上述した実施例及び変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨を変え
ない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１１１】
１、１Ａ～１Ｄ…内視鏡装置、
２…挿入部（内視鏡挿入部）、
３…先端部、
３Ａ…突出部、
３Ｂ…先端面、
３Ｃ…平面部、
４、４Ａ～４Ｄ…光学アダプタ、
５…本体、
５Ａ…先端面、
５Ｂ…底面、
７…観察窓（光学アダプタ側）、
７Ａ…双眼用観察窓、
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８…照明窓（光学アダプタ側）、
９、９ａ…流体噴出口、
９Ａ…流体噴出口部材、
１０…先端部側接続部、
１１…観察窓（挿入部側）、
１１ｂ…対物レンズ、
１２…照明窓（挿入部側）、
１３…流体供給管路口
１６…Ｏリング、
１７…光学アダプタ側接続部、
１８…観察窓部、
１９…照明窓部、
２０…流体流入口
２１…アダプタ本体、
２２…先端カバー、
３０…送気・送水管路、
３１、３１Ａ～３１Ｃ…流体供給経路、
３２…アダプタ側流体供給管路、
３５…溝経路部、
４０、４０Ａ…双眼光学ユニット。

【図１】

【図２】

【図３】
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